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平成29年度「いいで子ども大学」実施報告
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴　木　一　憲
　　実施期間：平成29年₈月₇日～平成29年₈月₉日
　　担当教員：鈴木一憲、小関睦子
　　連携機関：山形県立米沢女子短期大学、飯豊町教育委員会
１. はじめに
　平成29年₈月₇日から₉日の₃日間、本学と県立米沢女子短期大学、および飯豊町共催
により「いいで子ども大学」を実施した。「いいで子ども大学」は、今年度で13回目とな
る地域連携・小大連携事業である。教職課程を持つ米沢女子短期大学が、2004年度に夏休
み中の教育ボランティアを希望する飯豊町と協定を結んで始まった。2014年度に米沢栄養
大学が開学してからは同一法人₂大学で連携し、子どもたちと学生のふれあい体験などを
企画している。実施の主旨は以下の通りである。
２．実施
　実施の日程、内容は表₁に示した。
　本学学生₄名が教育ボランティアとして参加し、₈月₇日の講話・活動₁，₂では₂班
に分かれてアイスクリーム作りとバター作りを行った。それぞれ最初に学生が紙芝居など
の教材を使い、作り方や完成するまでの仕組みなどを説明した。その後、子どもたちとと
もに作って、全員で試食をした（写真₁−₃）。
　同日のキャンパス内案内の研究室訪問では鈴木一憲教授の研究室で実際の骨に触って見
てから、顕微鏡を観察して、骨の構造と栄養の関係について説明を聞いた。（写真４）。
山形県立米沢栄養大学、山形県立米沢女子短期大学や地域の指導協力者等と連携した
学びの機会（いいで子ども大学）を創設することで、学ぶ楽しさを味わわせ、学び続
ける子ども（まなびびと）を育てる。
写真１　バター作り 写真２　アイスクリーム作り
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写真３　試食 写真４　研究室訪問
３．感　想
　参加した学生は「管理栄養士として食や栄養について伝えることが必ずあるので、とて
もいい経験となりました」と満足げな様子であった。参加した小学生からも「いろんな物
を作ったり体験ができてうれしかった」といった感想が聞かれ、好評であった。
表１　日程 内容
期日・会場 時 間 帯 内　　容 講　　師
１日目
₈月₇日（月）
 8:40 あ～す玄関前集合・出発 ・栄養・米短大学生
 8:50 出発（バス） ・飯豊町教育総務課職員
  9:50 ～ 10:10 開校式 　ほか
米沢栄養大学
米沢女子短期大学
10:20 ～ 11:05 講話・活動１
11:05 ～ 11:15 休憩
11:15 ～ 12:00 講話・活動２
12:10 ～ 12:50 昼食（学食）
13:00 ～ 14:00 キャンパス内見学
14:20 大学　出発
15:10 あ～す着　解散
₂日目
₈月₈日（火）
 8:40 あ～す玄関前　集合 ・山形大学 X ＥＶ飯豊
　研究センター職員
 8:45 ～ 11:55
地域の先生から学ぶ
山形大学 X ＥＶ
飯豊研究センター
　「体験しよう！飯豊子ども ・栄養・米短大学生
　　　わくわくサイエンス」 ・飯豊町教育総務課職員
12:00 解散 　ほか
₃日目
₈月₉日（水）
 8:40 あ～す玄関前　集合 ・栄養・米短大学生
 8:45 ～ 9:25 読み聞かせ（町サークル）・　学生による読み聞かせ体験
・長井警察署管内
　少年補導員
飯豊町町民総合
センターあ～す
 9:25 ～ 9:50 学習（宿題・自主勉強等） ・飯豊町教育総務課職員
10:00 ～ 11:20 「いのちキラキラ」教室 　ほか
11:30 ～ 11:50 閉校式　解散
